
　

南
太
平
洋
の
マ
ル
ケ
サ
ス
諸
島
の
銀

行
や
ホ
テ
ル
に
は
、
額
に
入
っ
た
復
興

タ
パ（
樹
皮
布
）が
誇
ら
し
げ
に
飾
ら

れ
て
い
る
。
織
物
の
技
術
を
も
た
な
い

ポ
リ
ネ
シ
ア
の
人
び
と
は
、
カ
ジ
ノ
キ

の
内
皮
を
打
ち
の
ば
し
て
タ
パ
を
衣
服

に
、
寝
具
に
、
そ
し
て
交
換
財
に
使
用

し
て
き
た
。

　

タ
パ
は
、
カ
ジ
ノ
キ
を
指
す
タ
ヒ
チ

語
の「
タ
パ
」が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
紹
介
さ

れ
て
樹
皮
布
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
現
在
、タ
パ
は
、マ
ル
ケ
サ
ス
人
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ

を
表
象
す
る
う
え
で
不
可
欠
で
あ
る
。

　

マ
ル
ケ
サ
ス
は
、
刺
青
の
島
と
し
て

西
欧
に
知
ら
れ
て
い
た
が
、
キ
リ
ス
ト

教
の
布
教
と
と
も
に
そ
の
慣
習
は
廃
棄

さ
れ
た
。
刺
青
と
タ
パ
の
図
案
に
は
共

通
性
が
あ
る
。
そ
の
図
柄
に
は
、
三
角

形
や
曲
線
、
神
話
上
の
神
々
、
創
造
神

チ
キ
、
ニ
ワ
ト
リ
、
ウ
ミ
ガ
メ
、
エ
イ
、

ト
カ
ゲ
な
ど
の
生
き
物
、
人
間
の
瞳
や

性
器
、
雲
な
ど
が
抽
象
的
に
描
か
れ
る
。

　

表
紙
の
タ
パ
の
最
上
段
の
図
は
「
雄

鳥
の
歩
き
方
を
す
る
男
」
と
い
わ
れ
る
。

ポ
リ
ネ
シ
ア
の
刺
青
研
究
の
第
一
人
者

の
桑
原
牧
子（
金
城
学
院
大
学
）
さ
ん

に
よ
る
と
、
中
央
縦
の
図
は
ウ
ミ
ガ
メ
、

左
よ
り
の
二
重
円
で
囲
ま
れ
た
図
柄
は

巻
貝
、
そ
の
右
下
に
は
人
面
が
そ
れ
ぞ

れ
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

タ
パ
の
製
作
技
術
は
、
ハ
ワ
イ
や
タ

ヒ
チ
な
ど
か
ら
は
消
え
て
し
ま
っ
た
が
、

マ
ル
ケ
サ
ス
に
は
一
九
二
〇
年
代
ま
で

残
っ
て
い
た
。
六
〇
年
代
に
な
っ
て
島

に
寄
港
す
る
ヨ
ッ
ト
旅
行
者
の
み
や
げ

物
と
し
て
タ
パ
が
再
興
さ
れ
た
。
そ
の

後
ポ
リ
ネ
シ
ア
ン
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の

動
き
に
そ
っ
て
刺
青
と
タ
パ
に
代
表
さ

れ
る
固
有
の
文
化
が
復
興
し
た
。

　

一
方
、
ト
ン
ガ
王
国
で
は
古
来
か
ら

女
性
た
ち
が
タ
パ
を
つ
く
っ
て
き
た
。

今
で
も
幅
三
メ
ー
ト
ル
、
全
長
二
〇

メ
ー
ト
ル
余
の「
完
全
タ
パ
」は
、
結

婚
式
の
衣
装
、
葬
式
の
贈
り
も
の
、
踊

り
の
盛
装
、
民
族
芸
術
品
と
し
て
国
内

外
で
の
価
値
は
高
い
。

　

こ
の
収
蔵
品
の
よ
う
に
、
刺
青
の
デ

ザ
イ
ン
を
模
し
た
も
の
は
一
八
七
〇
年

ご
ろ
ま
で
は
さ
か
ん
に
使
用
さ
れ
て
い

た
と
の
記
録
が
あ
る
。

マルケサス諸島のタパ
樹皮布（タパ）（標本番号H0162578）縦51×横125cm、

製作年代1980年
◉

須藤健一

表紙モノ語り

太 平 洋

太 西 洋

メキシコ

キューバ

ドミニカ

ハイチ

プエルトリコ

ジャマイカ

コロンビア

ベネズエラ

ア メ リ カ

カ リ ブ 海

セントクリストファー・
ネーヴィス

ネーヴィス島

セント
クリストファー島

五さ
お
と
め

月
女 

賢け
ん

司じ　
　

民
博  

機
関
研
究
員

専
門
は
博
物
館
学
。
特
に
、
博
物
館
に
お
け
る
展
示

や
教
育
活
動
の
あ
り
方
や
地
域
に
お
け
る
博
物
館
の

あ
り
方
に
つ
い
て
関
心
が
あ
る
。
セ
ン
ト
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
・
ネ
ー
ヴ
ィ
ス
に
は
、
国
連
開
発
計
画
（
Ｕ

Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
の
下
部
組
織
で
あ
る
国
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

計
画
の
一
員
と
し
て
赴
任
し
た
。

歴
史
・
文
化
・
自
然
遺
産
の

保
存
・
活
用
を
訴
え
る
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物
館
は
二
〇
〇
二
年
開
館
で
、
職
員
は
館

長
以
下
五
名
。
島
の
歴
史
・
文
化
・
自
然

を
紹
介
す
る
小
さ
な
博
物
館
で
あ
る
。

　

セ
ン
ト
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
遺
産
協
会
と

い
う
、
歴
史
・
文
化
・
自
然
遺
産
の
保
存
・

活
用
の
大
切
さ
を
よ
り
多
く
の
人
び
と
に

伝
え
る
た
め
に
一
九
八
九
年
に
設
立
さ
れ

た
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
、
国
か
ら
こ
の
博
物
館

の
運
営
を
委
託
さ
れ
て
い
る
。
収
蔵
資
料

は
少
な
く
、
住
民
が
「
土
を
掘
っ
て
い
た

ら
出
て
き
た
」
と
言
っ
て
持
ち
込
ん
だ
先

住
民
の
石
器
や
、
近
現
代
の
生
活
用
具
な

ど
が
中
心
で
あ
る
。

　

こ
の
地
は
毎
年
一
一
月
か
ら
翌
年
の
四

月
が
観
光
シ
ー
ズ
ン
で
、
大
型
ク
ル
ー
ズ

船
が
頻
繁
に
出
入
り
す
る
。
博
物
館
は
町

の
中
心
部
に
位
置
す
る
た
め
、
ク
ル
ー
ズ

船
の
欧
米
人
観
光
客
も
多
数
立
ち
寄
る
。

博
物
館
に
と
っ
て
彼
ら
が
落
と
し
て
い
く

お
金
は
貴
重
な
収
入
源
と
な
る
。
し
か
し
、

こ
の
博
物
館
は
観
光
客
が
楽
し
む
た
め
だ

け
に
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

近
年
、
住
民
の
自
己
の
文
化
的
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
高
揚
に
伴
い
、
非
西
洋
に

所
在
し
現
地
の
人
び
と
が
運
営
す
る
博
物

館
も
、
住
民
自
ら
が
自
文
化
を
表
象
し
再

認
識
・
再
構
築
す
る
場
所
と
し
て
機
能
す

　

セ
ン
ト
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ネ
ー
ヴ
ィ

ス
は
、
一
年
中
す
が
す
が
し
い
熱
気
を
感

じ
る
美
し
い
海
に
囲
ま
れ
た
気
持
ち
の
い

い
島
国
で
あ
る
。
二
つ
の
島
で
一
つ
の
国

を
な
し
、
面
積
は
二
つ
の
島
を
あ
わ
せ
て

も
淡
路
島
の
半
分
に
満
た
な
い
。
セ
ン
ト

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
島（
セ
ン
ト
キ
ッ
ツ
島
）

の
ほ
う
が
ネ
ー
ヴ
ィ
ス
島
よ
り
や
や
大
き

い
が
、
そ
れ
で
も
車
で
一
時
間
強
も
あ
れ

ば
一
周
で
き
て
し
ま
う
。
人
口
は
約
四
万
。

阪
神
甲
子
園
球
場
の
最
大
収
容
人
数
が
約

四
万
七
〇
〇
〇
人
だ
か
ら
、
そ
れ
よ
り
少

な
い
。

　

セ
ン
ト
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
島
に
い
た

先
住
民
は
、
英
仏
の
入
植
者
に
よ
っ
て

一
六
二
六
年
に
大
虐
殺
さ
れ
、
生
き
残
っ

た
者
は
島
か
ら
追
わ
れ
た
。
現
在
は
、
サ

ト
ウ
キ
ビ
農
園
の
労
働
者
と
し
て
ア
フ
リ

カ
か
ら
連
れ
て
こ
ら
れ
た
奴
隷
の
末
裔
た

ち
が
人
口
の
大
半
を
占
め
る
。
一
九
八
三

年
に
英
国
か
ら
独
立
し
た
。
南
・
北
・
中

央
ア
メ
リ
カ
の
な
か
で
、
面
積
が
一
番
狭

く
、
人
口
が
一
番
少
な
く
、
そ
し
て
一
番

新
し
い
国
家
で
あ
る
。

　

こ
ん
な
小
さ
な
島
国
に
も
博
物
館
は
存

在
す
る
も
の
で
あ
る
。
セ
ン
ト
キ
ッ
ツ
博

　

奴
隷
と
し
て
ア
フ
リ
カ
か
ら
連
れ
て
こ

ら
れ
た
先
祖
の
足
跡
を
た
ど
り
、
仮
面
や

彫
刻
な
ど
の
美
術
工
芸
を
中
心
と
す
る
展

覧
会
で
あ
っ
た
。
博
物
館
は
住
民
や
行
政

と
と
も
に
文
化
や
歴
史
を
再
構
築
す
る
中

心
的
存
在
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

小
さ
い
な
が
ら
も
、
自
ら
の
誇
り
を
取

り
戻
す
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

お
こ
な
う
博
物
館
。
住
民
た
ち
が
「
自
ら

の
手
で
、
自
ら
の
文
化
や
歴
史
を
、
自
ら

の
土
地
に
お
い
て
表
象
す
る
」
こ
と
を
目

的
と
し
た
、
新
し
い
形
の
博
物
館
と
し
て

注
目
し
た
い
。

自らの誇りを
取り戻す博物館

2006年2月から約 2 年間、カリブ海に浮かぶ島国に滞在した。現地の人びとが設立し自らが 
運営する博物館を、収集・展示・教育などの博物館事業や職員養成などで支援するためである

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
セ
ン
ト
キ

ッ
ツ
博
物
館
で
も
、
奴
隷
貿
易
や
奴
隷
制

の
歴
史
を
振
り
返
り
、
あ
ら
た
な
歴
史
・

文
化
を
創
造
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
住

民
や
現
地
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
の
支
援

の
も
と
に
奴
隷
貿
易
廃
止
二
〇
〇
周
年
記

念
の
特
別
展
を
開
催
し
た
。

スティールドラムのハンズオン展示

資金調達のために博物館はパーティを主催する

先住民の石器について解説する学芸員

右奥の博物館は町の中心部の一画をし
める

地球ミュージアム紀行  　　
セントキッツ博物館／セントクリストファー・ネーヴィス   
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歴
史
・
文
化
を
創
造
す
る


